
議第 17号議案  

  

   ロシアによるウクライナへの侵略を非難するとともに、国際紛争に     

   おける武力行使の根絶を求める決議  

  

 ロシアによるウクライナへの侵略を非難するとともに、国際紛争における武力

行使の根絶を求めることについて決議するため、次のとおり提出する。  

  

   令和４年３月 23日提出  

  

                       市会運営委員会    

                       委員長  渡  邊  忠  則    



   ロ シ アに よ る ウ ク ラ イ ナ へ の 侵 略を 非 難 す る とと も に 、国 際 紛 争に     

お け る 武 力 行 使 の 根 絶 を 求 め る決 議  

 

２ 月 24日 に 始 ま っ た ロ シ ア に よる ウ ク ライ ナ へ の 侵 略は 、 明 らか に ウ クラ イ ナ

の 主 権 及 び 領土 の 一 体 性 を 侵 害 し、 武 力の 行 使 を 禁 ずる 国 際 法の 深 刻 な違 反 で あ

り 、 国 連 憲 章の 重 大 な 違 反 で あ る 。  

力 に よ る 一 方 的 な 現 状 変 更 は 断じ て 認 めら れ る も の では な く 、こ の 事 態は 、 欧

州 に と ど ま ら ず 、 ア ジ ア を 含 む 国際 社 会の 秩 序 の 根 幹を 揺 る がし か ね ない 極 め て

深 刻 な 事 態 で あ る 。  

横 浜 市 会 に お い て は 、 直 ち に これ に 抗 議す る 議 長 名 の声 明 を 発出 し た とこ ろ で

あ る が 、 依 然 と し て 子 ど も た ち を は じ め 多 く の 民 間 人 が 犠 牲 に な っ て い る こ と  

に 、 強 い 憤 りを 覚 え る も の で あ り、 ロ シア に よ る ウ クラ イ ナ への 侵 略 を最 も 強 い

言 葉 で 非 難 する 。  

ま た 、 人 類 最 大 の 脅 威 で あ る 、 核 兵 器 に よ る 威 嚇 が 行 わ れ た こ と に つ い て  

は 、 核 兵 器 のな い 世 界 の 実 現 に 向 け た 決議 を 積 み 重 ねて き た 横浜 市 会 とし て 決 し

て 容 認 で き るも の で は な い 。  

横 浜 市 は 、 さ き の 大 戦 に お け る横 浜 大 空襲 で 多 く の 市民 が 犠 牲に な っ たこ と を

決 し て 忘 れ ず 、 海 外 の 都 市 と の 友好 親 善が 国 際 平 和 の実 現 に 繋が る と いう 信 念 に

基 づ き 姉 妹 都 市 提 携 を 進 め て き た 。  

ウ ク ラ イ ナ の オ デ ッ サ 市 も 姉 妹都 市 の 一つ で あ り 、 互い に 戦 争に よ る 焦土 か ら

立 ち 上 が っ た 都 市 同 士 、 と も に 平 和 を 希 求 し な が ら 、 5 0年 以 上 に わ た り 助 け 合  

い 、 支 え 合 って き た 。  

横 浜 市 会 は 、 ウ ク ラ イ ナ 国 民 並び に オ デッ サ 市 民 の 苦難 に 心 から 寄 り 添い 、 避

難 民 の 受 入 態 勢 づ く り に 率 先 し て 取 り 組む こ と を 表 明す る 。  

国 に お か れ て は 、 国 際 社 会 と の協 力 の もと 、 自 治 体 とも 連 携 し、 受 入 れに 向 け

て 万 全 を 期 す こ と を 要 望 す る 。  

ま た 、 国 連 か ら 称 号 を 授 与 さ れた 「 ピ ース メ ッ セ ン ジャ ー 」 とし て 、 ロシ ア に

対 し 、 即 時 に 攻 撃 を 停 止 し 、 部 隊を ロ シア 国 内 に 撤 収す る よ う強 く 求 める と と も

に 、 こ の よ う な 国 際 紛 争 に お け る武 力 の行 使 が 、 世 界の い か なる 場 所 にお い て も

二 度 と 繰 り 返 さ れ る こ と が な い よ う 、 すべ て の 国 連 加盟 国 に 対し 要 請 する 。  

以 上 、 全 会 一 致 を も って 、 決 議す る 。  



   令 和 ４年 ３ 月 23日  

 

横 浜 市 会    


